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農業法人における職場を働きやすくするための取組事例集の作成と活用 

［要約］農業法人において職場を働きやすくするための取組事例を整理した。事例集から他法

人の取組を知ることにより、自己の現状を評価し、よりよい取組を選択することが期待できる。そ

れらのなかでも、長期的なビジョンを従事者に示すことは重要である。 

新潟県農業総合研究所 基盤研究部 連絡先 
TEL 0258-35-0826 

FAX 0258-35-0021 

 

［背景・ねらい］ 

経営規模の拡大に伴い、農業法人において常時従事者が増えている。一方、会社内での役割

が十分に発揮できないことが従事者定着の妨げになっている。県内農業法人で、従事者が働きや

すい職場にするために行われている取組を収集し、整理・提示することによって、農業法人の経営

改善に資する。 

 

［内容］ 

１ 事例集は、常時従事者が複数いる職場で、働きやすい職場にするために行っている採用から

退職までの労務管理全般に関する取組（110 事例）を収集し、事例集として整理したものである

（表、図）。 

２ 法人経営者が、事例集から他法人の取組を知ることによって、自分たちの職場の現状を評価し、

職場改善が図られることが期待される。 

 

［導入効果］ 

 農業法人の職場改善の参考（ヒント）となり、常時従事者の定着につながる。 

 

［導入対象］ 

 農業法人  

 

［留意点］ 

１ 事例の収集は、県内の５人以上の従事者を有する土地利用型経営の 26 農業法人から行った。 

２ 事例集はこちらから pdf ファイルをダウンロードできます。 

 

http://npdas.pref.niigata.lg.jp/nosoken/5faa013798018.pdf


［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］          

研究課題名：農業生産法人の円滑な事業継続のための支援策の解明 

予 算 区 分：県単経常 

研 究 期 間：平成 26～28 年度 

発表論文等：なし 

 

注 ［カッコ］：事例数 

表 県内農業法人における職場を働きや

すくするための取組事例集の項目 

大分類 小分類

(1) 募集［4］

(2) 縁故採用［4］

(3) 採用試験等［2］

(4)採用年代［2］

２ 配置 (1) 配置［4］

(1)営農計画作成［2］

(2) GAP［1］

(1)ビジョン［1］

(2) 情報共有［1］

(3) 提案［2］

(4) 打ち合わせ［6］

(1) OJT［7］

(2) Off-JT［6］

(3) 後継者育成［12］

(4) 対人能力［4］

(5) 新人教育［4］

(6) マニュアル作成［1］

(7) ５Ｓ［3］

(1) 作業安全［9］

(2) 労働衛生［4］

(3) 休憩時間［2］

(4) 労働時間［1］

(5) 休日の設定［2］

(1) 役員による評価［3］

(2) 組織による評価［1］

(1)昇格［2］

(2)異動［2］

(1) 給料制度［4］

(2) 手当［1］

(1) 懇親［4］

(2) 福利［1］

(3) 社会貢献［4］

(1) 退職［2］

(2) 役員の退職［2］

７ 評価考課

８ 昇進異動

９ 賃金

10  福利厚生

11  退職

１ 採用

３ 経営計画

４ コミュニケーション

５ 教育訓練

６ 安全・衛生

図 事例集の内容（一部） 


